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奈文研から年輪年代法のデータ開示 → HP公開
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閲覧者から意見入手/交換
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意見入手/交換の結果
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問題発生

• 2025年11月16日に開催された第33回「樹木年輪」研究会は、長野県で開催

• 口頭発表：「奈良文化財研究所から開示された年輪年代関連データの評価」 - 丸地三郎

• ポスター発表：「日本古代史の探究と年輪年代法」とのテーマで、 - 清水徹朗
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発表された数値データから作成した

暦年標準パターンが、

雑誌記事中のグラフと合わないことが判明した。



書籍内容と違い

１. ヒノキの暦年標準パターンA

書面から取り出したグラフ100年分の図3枚（上図）と数値データから作成したグラフを重ねた図（下図）
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数値データから作成したグラフ

書面から取り出したグラフ



雑誌記事との違い

２. 暦年標準パターンEと法隆寺五重塔心柱パターン 書面と数値データの対比
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口頭発表：要旨の抜粋

• .開示データの検討と評価 ： 公開された数値データを複数の方が検討した結果、計測対象の年
輪幅データを暦年標準パターンと照らし合わせた結果は、光谷氏が発表してきた年代に沿うも
のと判明した。

• しかし、その後、暦年標準パターンが発表された雑誌記事中のグラフと合わないことが判明した。
そこで、奈文研が発行した書籍『年輪に歴史を読む』に記載された暦年標準パターンAのグラフ
や、法隆寺五重塔心柱の年代計測の例など7例について比較検討を行い、下記の結果を得た。

• 年代調査試料の年輪巾データに関しては、２件が発表値と一致したが、１件は一致しなかった。

• さらに、暦年標準パターンに関しては、全件で不一致が確認された。

• 従って、再検証の目的で公開を要求し、公開された年輪データではあるが、残念ながら、再検証
には不適切と判断している。
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発表

このグラフによる検討と判断が適切であるかについて、樹木年輪研究会の皆様から
のご意見をいただきたい。

• 参加した研究者と質疑応答を行ない、下記の意見を得た。

• グラフの対比方法は、特に問題ない。

• 納得のいかないデータ。

• 解決するのは奈文研の仕事。

今後、奈文研側のご意見をお伺いする予定。
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